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早いもので、定年退職してから半
年が過ぎた。
退職前、授業の合間に、研究室の
書架を整理して、不要の図書や雑誌
は処分した。書類や原稿も相当廃棄
した。それでも、自宅へ持ち帰った
段ボール箱は小山ほどあって、今だ
に片付かず、車庫の奥に積んだまま
になっている。大方はこのまま放っ
ておいてよいのだが、ひとつ気が
かりな大箱がある。山口茂吉の日記
原本のコピーの入った事務用封筒が
袋ぎっしり詰め込んである（写
真①参照）。
年 月、明治大学人文科
学研究所の重点共同研究（1－
年度）の成果として、『山口
茂吉日記』全 巻を翻刻刊行した。
同時に、CD-ROM（非売品）を制
写真①
* たまい・たかお／元明治大学文学部教授
写真②
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2作し、国会図書館、日本近代文学館、土屋文明記念館など全国の 余の公
共機関、それに主だった短歌関係者に寄送した。特に、明治大学図書館と
斎藤茂吉記念館には製本 巻セットも併せて寄贈した（写真②参照）。
参考までに、この添え状の一部を転記しておこう1）。
《この度、私共は明治大学人文科学研究所の共同研究として、斎藤茂吉門
下の中でも最も身辺近くにあった山口茂吉の日記を翻刻し、CD-ROM に収
録しました。
この「日記」が斎藤茂吉研究の貴重な第一級資料となることは、かねて
より広く知られるところでした。個人の日記というより、殆どの日が斎藤
茂吉やアララギに関する記述で埋められております。山口自身が晩年に一
部分を「斎藤茂吉手帳」と題して公表し、彼の死後、加藤淑子氏がアララ
ギ誌（昭和 年～平成 年）に継承発表されていましたが、廃刊その他
の事情により中断し、残りの約 分の が死蔵されたままの状態にありま
した。
明治大学は斎藤茂吉とアララギに浅からぬ縁があります。本林勝夫氏（共
立大学名誉教授・斎藤茂吉記念館長）の助言のもと、日記その他資料の所
有者加藤氏の参加を得て、年間の翻刻作業により、やっと『山口茂吉日記』
全体（「食日記」を含む）が日の目を見る運びとなりました（詳細について
は「序」と「あとがき」を御参照ください）。
以上、御披露までに、その成果である CD-ROM （非売品）をお贈りいた
します。
明年 年は、斎藤茂吉没後 年に当たります。今後の斎藤茂吉、
アララギ等の研究にお役立ていただければ幸甚です。》
段ボール箱のコピーは、この翻刻作業のために、組複写した内の 1組
である。「日記」は相当の分量で、短期間に仕上げるには、大勢の人手を借
りなければならなかった。1組はその分担作業（ワープロ入力と校正）に
使用して、書込みや朱書きが多く、また破損したり欠落したりしたページ
もあって、作業の終了後に破棄した。もう 1組は万一の時の予備だったが、
結局、このコピーが不要となって残った。が、何となく捨てがたく、手つ
かずのまま研究室の隅に 年近く放置されていた。そして今、拙宅の車庫
に積み残されている。
3
何となくと言ったが、感傷的な私情だけではない捨てがたい理由もあった。
翻刻作業は、研究期間が 年と限られて、名ばかりの一般学生にワー
プロ入力をアルバイトで頼んだ。旧漢字・仮名表記など必ずしも原文どお
りでなく、また校正にも充分な時間が取れなかった。協力者のワープロ機
種もばらばらで、変換統一するのに大変手間取った。ともあれ学術事業だっ
たので、終了後はすみやかに成果をまとめて発表しなければならなかった。
なにせ厖大な紙数で、四百字詰め原稿用紙で 1万枚近い分量だったから、
おかしな言い方だが、敢えて「拙速」を覚悟した作業だった。
兎も角、公的機関や関係者個人へ CD-ROMを無料配布することによって、
山口茂吉の日記の全容を公表するという当初の目的は達成された。その自
負はある。しかし、第一級資料としては、多少不完全なものとなった憾み
を今なお感じている。もし将来、この日記が見直されて誤記誤植が正され
るならば、このコピー 1組が残っていれば、なにかと役立つだろう。実際、
原本から見開き1枚ずつ複写するのは、手間がかかった。用紙の形であれば、
今度は簡単に自動複写ができる。
それでなくともよい。誰か、『山口茂吉日記』のマニュスクリプトを活用
してくれる人はいないものか。山口茂吉のグラフィズムに興味ある人はい
ないものかと、愚考するのだ。
ところで現在、斎藤茂吉の日記は、岩波の『全集』（昭和 ～ 1年刊行）
に四巻収められている。斎藤茂吉は必ずしも毎日日記を付けていたわけで
はないので、山口に彼の日記を持参させて、折々に不明の箇所を補ってい
たようである。茂吉本人がその事実を書き残している。例えば、昭和 1年
月 1日の日記には、こう記されている。
〈山口君来リ、去年ノ日記追加〉
もちろん山口の日記には、それに照応した記述がある。
〈朝先生の使い（横田君）七月号アララギ選歌と三菱の選歌と選者吟三首
を持参。そして夜来て貰ひたいとことづけあり。…先生宅へ夜八時に行く。
…先生は昨年六月の僕の日記中より先生に関する記事をもとにして昨年六
月の日記を大部分補充増補せられた。〉
また、この夜同席したらしい佐藤佐太郎も次のように証言している。
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4〈夜、童馬山房。山口茂吉氏同席。先生は二階から日記帳をもってきて、
山口氏の日記によって、去年七月はじめの二三日分の空白をうずめた。「ど
うも去年の日記をいま書くんではこまるが、あいていると気もちが悪いか
らな。一行でも書いてあればいい」といわれた。〉（『童馬山房随筆』1年、
岩波書店）
また、昭和 1年 11月 日、茂吉は小仏峠へ日帰り旅行をしているのに、
この日の日記には、帝国ホテルで昼食し、根津美術館をまわって帰った云々
と、東京にいたかのように書いているが、茂吉に同行した山口は「これは
明らかに他の日の記事を間違へて書かれたものであることがわかるのであ
る」と指摘している（斎藤茂吉全集附録月報「第四十八巻（日記三）につ
いて」）。
なるほどと思う。つまりは、斎藤茂吉は自分の記憶
4 4
以上に山口の記録
4 4
を
信用したということで、またそれだけ山口は「先生」の日常と密着した暮
しぶりだったということである。斎藤茂吉は自分の赤裸を山口には隠さず
晒していたのだろう。この意味で、山口の日記には、斎藤茂吉自身よりも
斎藤茂吉の言行の真実が語られているといえる。
しかも随所に、斎藤茂吉の人間が如実に綴られている。
例えば、茂吉の有名な激怒癖が次のように窺えて、面白い。（文中「まさ代」
は山口夫人）
〈高安やす子さんから、中村先生追悼号原稿の催促が発行所からあつたが、
一週間程まへ、先生の家へ送つてあるから調べて貰ひたいと僕の家へ行つ
て来られたので、今明晩差支へがあるので、まさ代に先生の家へ高安さん
のハガキをもつて尋ねにやつたところ、先生は非常に機嫌がわるく、わけ
もなく散々叱られたさうである。何か御機嫌のわるいところへ行き合せた
ためであろうが、兎に角興奮して涙ぐんで電話かけて来たのであつた。午
後三時ごろ、先生より電話あり、用件は高安さんの原稿のことであつた。〉（昭
和 年 1月 日）
〈午前中、暑中見舞の返事を書いたり、山口吉五郎氏へ大島義脩先生の逝
去の悔みを書いたりなど為す。十二時、先生の家へ行く。左千夫二十三回
忌へ出席のためである。行くと、先生は何か怒つて居られる。ひどく怒つ
てどなりちらして居られる。後で聞くと芸香草が折れてゐるのを、女中さ
5
んが知らない知らないと云ふので、知ないと云へばすむかと思つ居るから
困ると云ふわけで、女中さんが僕の来たことを取次ぐと、「上がらなくても
いい」と先生が云つて居られるのがきこえ、まだ誰かを呼べと云つたりし
て怒つて居られる。間もなく玄関へ出て来て自動車にのつてもしばらく物
を言はない。青山墓地のあたりへ行つたやつと先生から口を利くと云つた
具合、それも芸香草の折れたことばかりである。水天宮の近くで鰻を食ひ
に入り、先生は、「ここで少し怒りをしづめて行かなければならん」と云はれ、
「いくらか気分がよくなつた」と云はれ、「どうも今日は体の具合がわるく
て仕方がない」などと云はれた。一時半普門院へいき、歌会を終へ、天神
の近くで夕食、先生と先きに（九時すぎ）先生の家へかへる。〉（昭和 1年
月 日）
〈午後校正（人磨長歌評釈）し四時ごろアララギ新年号発送のために発行
所へ行き、先づ先生の家へ届けて（先生は昼寝中）から手伝ふ。発送後夕食、
但馬の蟹、鯛ちり等。九時すぎ平沢君来り、先生から 、1、の
三首の評釈をしてゐるかどうか、初校控を見たがないとの話で、すぐ帰宅
して調べたところ初校では 、1の二首は原稿が前後したため 1
と 1の間に入つてゐることを確め先生の家へ報告に行く。先生は激怒し
て居られるのであるが、怒られるわけもないやうな気がしてゐた。間もな
く先生も落付いて来られた。〉（昭和 1年 1月 日）
こうして判るように、『山口茂吉日記』が単なる私人の日録を越えて、斎
藤茂吉やアララギ、さらには近代短歌史の研究の貴重な第一級資料である
ことが推測できる。それだけ山口は「先生」を畏敬して、また恩愛を抱い
ていたからだろう。たまたま「茂吉」という同じ名前を持った奇縁を、終生、
大事にありがたく思っていたにちがいない）。
「アララギ」を創刊した求心的人物の伊藤左千夫は、明治法律学校が開設
された年の入学生（中退）であり、土屋文明、柴生田稔は本校で教鞭を取っ
ていた。斎藤茂吉の長男の茂太は明治大学文芸科に在籍卒業しており、茂
吉の日記には「吉田甲子太郎氏ニアイサツ」（昭和 1年 月 日）とある。
いずれも明治大学に所縁のある人物である。加藤淑子氏も）、かつて柴生田
先生を旧大学院 階の研究室に訪ねて「山口日記」開示について相談した
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去の悔みを書いたりなど為す。十二時、先生の家へ行く。左千夫二十三回
忌へ出席のためである。行くと、先生は何か怒つて居られる。ひどく怒つ
てどなりちらして居られる。後で聞くと芸香草が折れてゐるのを、女中さ
5
んが知らない知らないと云ふので、知ないと云へばすむかと思つ居るから
困ると云ふわけで、女中さんが僕の来たことを取次ぐと、「上がらなくても
いい」と先生が云つて居られるのがきこえ、まだ誰かを呼べと云つたりし
て怒つて居られる。間もなく玄関へ出て来て自動車にのつてもしばらく物
を言はない。青山墓地のあたりへ行つたやつと先生から口を利くと云つた
具合、それも芸香草の折れたことばかりである。水天宮の近くで鰻を食ひ
に入り、先生は、「ここで少し怒りをしづめて行かなければならん」と云はれ、
「いくらか気分がよくなつた」と云はれ、「どうも今日は体の具合がわるく
て仕方がない」などと云はれた。一時半普門院へいき、歌会を終へ、天神
の近くで夕食、先生と先きに（九時すぎ）先生の家へかへる。〉（昭和 1年
月 日）
〈午後校正（人磨長歌評釈）し四時ごろアララギ新年号発送のために発行
所へ行き、先づ先生の家へ届けて（先生は昼寝中）から手伝ふ。発送後夕食、
但馬の蟹、鯛ちり等。九時すぎ平沢君来り、先生から 、1、の
三首の評釈をしてゐるかどうか、初校控を見たがないとの話で、すぐ帰宅
して調べたところ初校では 、1の二首は原稿が前後したため 1
と 1の間に入つてゐることを確め先生の家へ報告に行く。先生は激怒し
て居られるのであるが、怒られるわけもないやうな気がしてゐた。間もな
く先生も落付いて来られた。〉（昭和 1年 1月 日）
こうして判るように、『山口茂吉日記』が単なる私人の日録を越えて、斎
藤茂吉やアララギ、さらには近代短歌史の研究の貴重な第一級資料である
ことが推測できる。それだけ山口は「先生」を畏敬して、また恩愛を抱い
ていたからだろう。たまたま「茂吉」という同じ名前を持った奇縁を、終生、
大事にありがたく思っていたにちがいない）。
「アララギ」を創刊した求心的人物の伊藤左千夫は、明治法律学校が開設
された年の入学生（中退）であり、土屋文明、柴生田稔は本校で教鞭を取っ
ていた。斎藤茂吉の長男の茂太は明治大学文芸科に在籍卒業しており、茂
吉の日記には「吉田甲子太郎氏ニアイサツ」（昭和 1年 月 日）とある。
いずれも明治大学に所縁のある人物である。加藤淑子氏も）、かつて柴生田
先生を旧大学院 階の研究室に訪ねて「山口日記」開示について相談した
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6ことがあると懐かしいそうに話しておられた。それやこれやを考え、また
アララギと明治大学の枝葉の広がりを探っていくうえでも、『山口茂吉日記』
の継承は、明治大学にとって意義ある宿題のような気がするのである。
注
1） 重点共同研究「『山口茂吉日記』の翻刻と検証」については、年明治大学人文科学
研究所紀要 1冊（PP.1-）に研究報告が掲載されている。詳細参照。
） 本文は、上記の研究報告のほか、下記 冊の紀要（玉井崇夫執筆）から祖述また
は援用したものである。詳細参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
「山口茂吉日記」明治大学図書館紀要「図書の譜」第 号　年 月（PP.1-1） 
「CD版『山口茂吉日記』余録」明治大学文学部紀要「文芸研究」第 号　年 
月（PP.1-1）
） 本文中の「添え状」で紹介しているように、日記原本の所有者でありアララギの「山口
茂吉日記」の執筆者である加藤淑子氏の御助力には、再度謝辞を述べておく。大正 1
年生まれ。アララギ会員。元逓信病院眼科医。『山口茂吉』『石黛』など。
                                                                                                       （1年 月 日）
追記
『山口茂吉日記』CD-ROM（非売品）が若干残っています。ご希望の方が
おられれば、進呈します。次のメールアドレスにお問合せください。
　　tamai1@sb.so-net.ne.jp　玉井崇夫
1
国際学校図書館協会（IASL） 
東京大会の開催：準備経験を通じて 
三浦　太郎 *
はじめに
オランダ最古の都市のひとつマーストリヒトは，1年11月，欧州連
合の発足を決めたマーストリヒト条約締結の地としても知られる。古の文
化遺産と現代が交錯する街である。雑誌『BRUTUS』の特別編集合本「本
屋好き」（1年月）には，国内外の話題の書店が多数取り上げられてい
るが，巻末に当地のBoekhandel Dominicanen
の写真が載せられている。この書店は，1世
紀に建てられたゴシック式教会を本屋として
改装したもので，年にはイギリス・ガー
ディアン紙の選ぶ「世界一美しい書店」にも
輝いた。
1年月日～月日，マーストリヒ
ト国際会議場（MECC）で「国際学校図書館
協会（IASL）第回年次大会・第1回国際
学校図書館研究フォーラム」（IASLマースト
リヒト大会）が開催された1）。大会日目晩の
写真1　IASLマーストリヒト 
大会レセプション
* みうら・たろう／明治大学文学部准教授
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